
「見守りの輪（ミマモリノワ）」8月号の正解

●全部できたら二重ワクの6文字をABC順に読んでいくと、
　それが答えです。

❶
❷
❸
❹
❺
❽
10
11
13
15
17
19

カラー
登山中に目撃したら「ラーク！」と叫んで注意喚起
料理屋で注文の料理の前に出す突き出し
過去と未来の間
結婚式で人気の吉日
コレの甘酢漬けは寿司屋で「ガリ」
○○○○索然。○○○○本意。○○○○津津
パッチワークの「パッチ」って何のこと？
赤ちゃんを授かること
単位体積あたりの質量
細長ーい南米の国
海、彼女

AA BB CC DD EE FF

❶
❹
❻
❼
❾
11
12
14
16
18
20
21

⬇ タテのカギ

➡ ヨコのカギ

図解、挿絵、クリップアート
かまぼこが乗っています
浜通りを縦貫する国道は何号？
寅さん「それを言っちゃあ、○○○○よ !」
江戸時代に白河や勿来にありました
○○○に釜を抜かれる。○○○烏。○○○に提灯
日本は円、中国は元、では韓国は？
浦島太郎に助けられて竜宮城へ連れて行きました
人類が初めて使用した甘味料
⇔師匠
○○を通せば道理が引っ込む。○○チョコ
お医者さん

EE

FF

CC

DD

AA

BB

1111

22

44

55

33

66

77

88

99

1010

111111

1212

1313

1414

1515

111616

1717

1818

1919

2020

2121

※ご記入の個人情報は適切に管理し、目的以外に使用しません。
※本誌に対するご意見、ご感想、ご要望の一部は、「読者のおたより」に掲載させていただく場合もございます。

ハガキにパズルの答えと ①住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番号、業種 ②本誌に
対するご意見、ご感想、ご要望を全てご記入の上、下記までご応募ください。 
令和3年10月15日（金）
〒960-8141 福島市渡利字七社宮111
社会福祉法人 福島県社会福祉協議会「はあとふる・ふくしまパズル係」

応募方法

締切

宛先
発
行
日
／
令
和
３
年
９
月
1５
日
　
　
　
制
作・印
刷
／（
株
）日
進
堂
印
刷
所

※
本
誌
に
掲
載
の
記
事・写
真・イ
ラ
ス
ト
の
無
断
転
載・複
製
を
禁
じ
ま
す
。

今月の正解者の中から抽選で３名様に、
ＮＰＯ法人アクセスホームさくら（二本
松市・就労継続支援Ｂ型）「パンｄｅラスク　
プレミアムボックス」をプレゼントいたし
ます。なお、当選者の発表は商品の発送
をもって代えさせていただきます。

http://www.fukushim
akenshakyo.or.jp

heartful@
fukushim

akenshakyo.or.jp

メ
ー
ル
U
R
L

発
行
・
企
画
編
集
　
社
会
福
祉
法
人 

福
島
県
社
会
福
祉
協
議
会

T
E
L（
0
2
4
）5
2
3‐1
2
5
1
㈹  

F
A
X（
0
2
4
）5
2
3‐4
4
7
7

・ コロナ禍の今、子供の貧困を知り、少し
びっくりしました。フードバンク活動を知
り、なにか出来ないかなと考えていました。
自分にも参加できることを見つけたいです。

（68才　民生委員）

・ 障がい者の方の意思決定支援の事例で、
自治会運営が紹介されており、参考にな
りました。（63才　団体職員）

・ 意思決定という行為が、人間が自分らし
く生きる上でいかに重要か改めて理解で
きました。（45才　サービス業）

多数のご応
募

ありがとう

ございまし
た。

おたより
特集では働きやすい職場づくりのための取組み
を改めて知ることができました。マイナスイメー

ジを持たれることもある福祉の仕事ですが、“福祉の仕事の魅力”や
“福祉の職場の魅力”を多くの方に知ってもらえるよう、今後も様々
な形で魅力発信をしていきたいです。

（人材研修課　佐藤友里）
さ とう  ゆ  り

編集後記 7月号への読者の

おすすめ
ポイント

日　程 内　容

県社協からのお知らせ

令和３年度 福祉・介護の仕事再就職支援セミナーを開催します

福島県社会福祉協議会　福島県福祉人材センター　TEL 024-521-5662お問い合わせ先

参加費
無料

第１回 郡山市　終了しました

第２回 令和３年10月13日（水）
 13：00 ～15：30
 いわき産業創造館（いわき市）

第３回 令和3年10月20日（水）
 13：00 ～15：30 
 福島県総合社会福祉センター
 （福島市） 詳しくは、福島県福祉人材センターホームページ

https://f-fjc.com/

セミナーでは
●実際に県内の施設・事業所で働く職員さん
　から直接お話が聞けます
　・今の介護現場はどのように変わってきているのか？
　・働きやすい職場づくりへの試み
●フリートーク
　・施設の職員さんや、参加者の方と復職への不安や疑問を
　  語り合いましょう！

　介護の資格※をお持ちで、福祉現場にて仕事をお探しの方、または介護の資格の有無に
関わらず、介護の仕事に興味がある方を対象に下記日程・プログラムでセミナーを開催しま
す。ご興味のある方は福祉人材センターのホームページをご覧いただくか、お電話でお問
い合わせください。お待ちしています。 
※介護福祉士・介護職員実務者研修、介護職員初任者研修、旧ホームヘルパー1級・2級など。 

社会福祉法人 福島県社会福祉協議会

9月

福祉人材の定着に向けて 私たちができること
～福祉施設・事業所職員就労意識調査結果と施設の取組み～

「農福連携」のカギはお互いの特性を理解すること

No.298

2021

今月の
表紙

特   集

未来へつなごう“ふくしま”から

目の不自由な方のために「はあとふるふくしま」は音訳
版および点訳版を作成しています。

「はあとふる・ふくしま」の作成経費の一部に、共同募金
配分金および特別賛助会員の寄付金を使用しています。

はあとふる
ふくしま ホットな

福祉情報誌

夏の暑さにも負けず、熱心に袋かけ作業
を行う利用者の皆さん

（社会福祉法人大生福祉会／片平農園）



働きすぎを防ぐことで、働く方々の健康を守り、
多様な「ワークライフバランス」を実現できる
ようにします

す
。「
取
ろ
う
と
す
れ
ば
取
れ
る
」
と
回
答
し

た
割
合
と
合
わ
せ
る
と
90
％
以
上
と
な
り
、

有
給
休
暇
の
取
得
が
で
き
る
環
境
が
整
っ

て
き
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
前
述
の
働
き
方
改
革
関
連
法
で

有
給
休
暇
５
日
取
得
の
義
務
付
け
（
年
次
有

給
休
暇
付
与
日
数
が
10
日
以
上
の
労
働
者
）

が
始
ま
っ
た
こ
と
が
大
き
く
影
響
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
な
か
っ

た
有
給
休
暇
取
得
の
義
務
付
け
で
す
が
、
各

福
祉
施
設
・
事
業
所
に
お
い
て
、
職
員
が
取

得
し
や
す
い
環
境
整
備
や
職
員
へ
の
周
知

等
に
取
組
ん
で
い
る
結
果
が
表
れ
て
い
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
残
業
時
間
や
有
給
休
暇
取

得
の
推
移
を
見
て
も
、
働
き
方
改
革
関
連
法

を
受
け
、
各
福
祉
施
設
・
事
業
所
が
働
き
や

す
い
職
場
づ
く
り
に
取
組
ん
だ
こ
と
で
労

働
環
境
が
変
化
し
て
き
て
い
る
と
推
察
さ

れ
ま
す
。

◆
　
　
　
　
　
◆

　
残
業
時
間
は
　
　
　
　
　
の
よ
う
に
「
０

時
間
か
ら
10
時
間
未
満
」
が
2
・
7
％
の

増
、「
10
時
間
か
ら
20
時
間
」
未
満
が
0
・

1
％
の
減
、
そ
れ
以
上
の
時
間
も
減
少
し
て

お
り
、
全
体
的
な
残
業
時
間
の
減
少
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
平
成
30
年
４
月
１
日
に
施
行
さ

れ
た
働
き
方
改
革
関
連
法
の
中
の
労
働
時

間
法
制
の
見
直
し
に
あ
る
よ
う
に
、
各
福
祉

施
設
・
事
業
所
が
労
働
時
間
を
客
観
的
に

把
握
し
、
働
き
す
ぎ
を
防
ぎ
な
が
ら
職
員
の

健
康
の
維
持
や
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

の
実
現
を
図
っ
て
い
る
こ
と
の
結
果
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
有
給
休
暇
の
取
得
に
つ
い
て
は  

　
　
　
　

に
あ
る
よ
う
に
、「
取
れ
て
い
る
」
と
回
答
し

た
方
が
平
成
28
年
度
が
31
％
だ
っ
た
の
に

対
し
、
令
和
２
年
度
は
46
・
8
％
と
、
15
・

8
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
取
ろ
う
と

す
れ
ば
取
れ
る
」
は
5
・
6
％
の
減
、「
取
れ

な
い
」
は
10
・
8
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま

グ
ラ
フ
1

グ
ラ
フ
２

グラフ1グラフ2 〈令和2年度　就労意識調査〉
現在勤務している福祉施設・事業所の種別残業時間有給休暇取得

働き方改革　全体の推進

労働時間法制の見直し

働きやすい職場づくり

現在の職種 現在の雇用形態

福祉人材の定着に向けて 
私たちができること

福祉人材の定着に向けて 
私たちができること

～福祉施設・事業所職員就労意識調査結果と施設の取組み～

　
超
高
齢
社
会
に
突
入
し
て
い
る
日
本
に
お

い
て
、福
祉
・
介
護
の
人
材
不
足
は
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
福
島
県
で
は
東
日

本
大
震
災
の
影
響
も
相
ま
っ
て
、人
材
不
足

が
顕
著
な
地
域
が
あ
り
、人
材
育
成
や
働
き

や
す
い
職
場
づ
く
り
等
、人
材
定
着
率
の
向

上
に
努
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
、
福
島
県
社
会

福
祉
協
議
会
で
は
、
福
祉
施
設
や
事
業
所
で

働
く
職
員
に
対
し
て
、
就
労
に
関
す
る
考
え

方
や
意
見
、
意
向
、
仕
事
の
魅
力
等
の
調
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
今
後
の
福

祉
人
材
の
確
保
・
育
成
・
定
着
に
関
す
る

対
策
の
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
を

目
的
に
し
た
も
の
で
、
調
査
概
要
は
次
の
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ZOOM

UP
特集

就
労
意
識
調
査
の
概
要
と
目
的

働
く
環
境
の
変
化

　 　福島県社会福祉協議会では、福祉施設・事業所の職員を対象に就労意識調査を実施しています。
今回は令和2年度に実施した意識調査の結果から、福祉人材の定着について考えていきます。

※写真はイメージです。

就
労
意
識
調
査
の
結
果
か
ら
見
え
た
変
化

県内の社会福祉法人が運営する福
祉施設・事業所に勤務し、日常的
に利用者の支援に直接にあたって
いる職員。
※「派遣職員」を除く「正規職員」と「非
正規職員」。

令和２年12月１日～16日

調査票回収率57.4％（配布数5,415、
回収数3,115、有効回答数3,108）

男  22.3%　女  74.3%　無回答  3.3%

　令和２年度福祉施設・事業所就
労意識調査結果は、福島県福祉人
材センターホームページ⇒「お仕事
library」⇒「調査報告書」に掲載さ
れています。
　施設・事業所の福祉人材の確保・
育成・定着の取組みの資料として
ご活用ください。

調査対象

調査期間

回収結果

男女比

　
今
回
実
施
し
た
令
和
２
年
度
の
就
労
意
識
調
査
の
結
果
を
基
に
、平
成
28
年
度
に
実
施
し
た

前
回
調
査
の
結
果
を
比
較
し
な
が
ら
、働
く
環
境
の
変
化
と
、職
員
の
意
識
の
変
化
、ど
ん
な
こ

と
が
福
祉
施
設
・
事
業
所
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
な
ど
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

高齢者
（入所系）
31.5%

高齢者
（通所系）
19.6%訪問介護

9.6%

障害児・者
（入所系）
9.8%

障害児・者
（通所系）
15.3%

児童
（保育所・
こども園）
　11.4%

その他　0.8%　　児童（保育所等以外）
1.4% 無回答　0.5%

正規職員
73.1%

非正規職員
（常勤）
17.3%

非正規職員
（非常勤）

9.4%

無回答　0.3%

介護職
45.6％

訪問
介護員
8.8％

保育士・
児童指導員等
16.4％

相談員・
支援員・
指導員等
20.2％

看護職
5.0％

その他　3.3％ 無回答　0.6％

０～ 10時間未満
76.0％

取れている
31.0％取れている

46.8％

取れない
8.5％

取ろうと
すれば取れる
49.2％

取ろうと
すれば取れる
43.6％

取れない
19.3％

無回答 0.6％

10～20
時間未満
12.8％

20～30時間未満
4.3％

30～40時間未満 2.4％
40時間以上 2.6％

無回答 2.0％

10～20
時間未満
12.7％

０～ 10時間未満
78.7％

平成
28年度

令和
2年度

20～30時間未満
4.2％

30～40時間未満 1.8％
40時間以上 1.3％

無回答
1.3％

平成
28年度

令和
2年度

無回答 1.1％

「０～10時間未満」の増加が、全体的に
残業時間が減少していることを表しています。

「取れている」、「取ろうとすれば取れる」が
90％以上で有休休暇が取得可能な
環境づくりが進んできている！

福祉人材センター
ホームページ

●残業時間の上限規制
●年５日の年次有給休暇の付与義務
●労働時間の客観的な把握
●産業医・産業保健機能の強化　　　など

ポイント1

同一企業内における正社員と非正規社員の不合
理な待遇の差をなくします

雇用形態に関わらない
公正な待遇の確保

●不合理な待遇差をなくすための規程の整備
●労働者に対する待遇に対する説明義務の強化
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

ポイント2

福祉人材の定着に向けて 私たちができること
ZOOM

UP
特集

2はあとふる・ふくしま 2021.9



働きすぎを防ぐことで、働く方々の健康を守り、
多様な「ワークライフバランス」を実現できる
ようにします

す
。「
取
ろ
う
と
す
れ
ば
取
れ
る
」
と
回
答
し

た
割
合
と
合
わ
せ
る
と
90
％
以
上
と
な
り
、

有
給
休
暇
の
取
得
が
で
き
る
環
境
が
整
っ

て
き
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
前
述
の
働
き
方
改
革
関
連
法
で

有
給
休
暇
５
日
取
得
の
義
務
付
け
（
年
次
有

給
休
暇
付
与
日
数
が
10
日
以
上
の
労
働
者
）

が
始
ま
っ
た
こ
と
が
大
き
く
影
響
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
な
か
っ

た
有
給
休
暇
取
得
の
義
務
付
け
で
す
が
、
各

福
祉
施
設
・
事
業
所
に
お
い
て
、
職
員
が
取

得
し
や
す
い
環
境
整
備
や
職
員
へ
の
周
知

等
に
取
組
ん
で
い
る
結
果
が
表
れ
て
い
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
残
業
時
間
や
有
給
休
暇
取

得
の
推
移
を
見
て
も
、
働
き
方
改
革
関
連
法

を
受
け
、
各
福
祉
施
設
・
事
業
所
が
働
き
や

す
い
職
場
づ
く
り
に
取
組
ん
だ
こ
と
で
労

働
環
境
が
変
化
し
て
き
て
い
る
と
推
察
さ

れ
ま
す
。
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残
業
時
間
は
　
　
　
　
　
の
よ
う
に
「
０

時
間
か
ら
10
時
間
未
満
」
が
2
・
7
％
の

増
、「
10
時
間
か
ら
20
時
間
」
未
満
が
0
・

1
％
の
減
、
そ
れ
以
上
の
時
間
も
減
少
し
て

お
り
、
全
体
的
な
残
業
時
間
の
減
少
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
平
成
30
年
４
月
１
日
に
施
行
さ

れ
た
働
き
方
改
革
関
連
法
の
中
の
労
働
時

間
法
制
の
見
直
し
に
あ
る
よ
う
に
、
各
福
祉

施
設
・
事
業
所
が
労
働
時
間
を
客
観
的
に

把
握
し
、
働
き
す
ぎ
を
防
ぎ
な
が
ら
職
員
の

健
康
の
維
持
や
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

の
実
現
を
図
っ
て
い
る
こ
と
の
結
果
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
有
給
休
暇
の
取
得
に
つ
い
て
は  

　
　
　
　

に
あ
る
よ
う
に
、「
取
れ
て
い
る
」
と
回
答
し

た
方
が
平
成
28
年
度
が
31
％
だ
っ
た
の
に

対
し
、
令
和
２
年
度
は
46
・
8
％
と
、
15
・

8
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
取
ろ
う
と

す
れ
ば
取
れ
る
」
は
5
・
6
％
の
減
、「
取
れ

な
い
」
は
10
・
8
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま

グ
ラ
フ
1

グ
ラ
フ
２

グラフ1グラフ2 〈令和2年度　就労意識調査〉
現在勤務している福祉施設・事業所の種別残業時間有給休暇取得

働き方改革　全体の推進

労働時間法制の見直し

働きやすい職場づくり

現在の職種 現在の雇用形態

福祉人材の定着に向けて 
私たちができること

福祉人材の定着に向けて 
私たちができること

～福祉施設・事業所職員就労意識調査結果と施設の取組み～

　
超
高
齢
社
会
に
突
入
し
て
い
る
日
本
に
お

い
て
、福
祉
・
介
護
の
人
材
不
足
は
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
福
島
県
で
は
東
日

本
大
震
災
の
影
響
も
相
ま
っ
て
、人
材
不
足

が
顕
著
な
地
域
が
あ
り
、人
材
育
成
や
働
き

や
す
い
職
場
づ
く
り
等
、人
材
定
着
率
の
向

上
に
努
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
、
福
島
県
社
会

福
祉
協
議
会
で
は
、
福
祉
施
設
や
事
業
所
で

働
く
職
員
に
対
し
て
、
就
労
に
関
す
る
考
え

方
や
意
見
、
意
向
、
仕
事
の
魅
力
等
の
調
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
今
後
の
福

祉
人
材
の
確
保
・
育
成
・
定
着
に
関
す
る

対
策
の
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
を

目
的
に
し
た
も
の
で
、
調
査
概
要
は
次
の
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ZOOM

UP
特集

就
労
意
識
調
査
の
概
要
と
目
的

働
く
環
境
の
変
化

　 　福島県社会福祉協議会では、福祉施設・事業所の職員を対象に就労意識調査を実施しています。
今回は令和2年度に実施した意識調査の結果から、福祉人材の定着について考えていきます。

※写真はイメージです。

就
労
意
識
調
査
の
結
果
か
ら
見
え
た
変
化

県内の社会福祉法人が運営する福
祉施設・事業所に勤務し、日常的
に利用者の支援に直接にあたって
いる職員。
※「派遣職員」を除く「正規職員」と「非
正規職員」。

令和２年12月１日～16日

調査票回収率57.4％（配布数5,415、
回収数3,115、有効回答数3,108）

男  22.3%　女  74.3%　無回答  3.3%

　令和２年度福祉施設・事業所就
労意識調査結果は、福島県福祉人
材センターホームページ⇒「お仕事
library」⇒「調査報告書」に掲載さ
れています。
　施設・事業所の福祉人材の確保・
育成・定着の取組みの資料として
ご活用ください。

調査対象

調査期間

回収結果

男女比

　
今
回
実
施
し
た
令
和
２
年
度
の
就
労
意
識
調
査
の
結
果
を
基
に
、平
成
28
年
度
に
実
施
し
た

前
回
調
査
の
結
果
を
比
較
し
な
が
ら
、働
く
環
境
の
変
化
と
、職
員
の
意
識
の
変
化
、ど
ん
な
こ

と
が
福
祉
施
設
・
事
業
所
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
な
ど
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

高齢者
（入所系）
31.5%

高齢者
（通所系）
19.6%訪問介護

9.6%

障害児・者
（入所系）
9.8%

障害児・者
（通所系）
15.3%

児童
（保育所・
こども園）
　11.4%

その他　0.8%　　児童（保育所等以外）
1.4% 無回答　0.5%

正規職員
73.1%

非正規職員
（常勤）
17.3%

非正規職員
（非常勤）

9.4%

無回答　0.3%

介護職
45.6％

訪問
介護員
8.8％

保育士・
児童指導員等
16.4％

相談員・
支援員・
指導員等
20.2％

看護職
5.0％

その他　3.3％ 無回答　0.6％

０～ 10時間未満
76.0％

取れている
31.0％取れている

46.8％

取れない
8.5％

取ろうと
すれば取れる
49.2％

取ろうと
すれば取れる
43.6％

取れない
19.3％

無回答 0.6％

10～20
時間未満
12.8％

20～30時間未満
4.3％

30～40時間未満 2.4％
40時間以上 2.6％

無回答 2.0％

10～20
時間未満
12.7％

０～ 10時間未満
78.7％

平成
28年度

令和
2年度

20～30時間未満
4.2％

30～40時間未満 1.8％
40時間以上 1.3％

無回答
1.3％

平成
28年度

令和
2年度

無回答 1.1％

「０～10時間未満」の増加が、全体的に
残業時間が減少していることを表しています。

「取れている」、「取ろうとすれば取れる」が
90％以上で有休休暇が取得可能な
環境づくりが進んできている！

福祉人材センター
ホームページ

●残業時間の上限規制
●年５日の年次有給休暇の付与義務
●労働時間の客観的な把握
●産業医・産業保健機能の強化　　　など

ポイント1

同一企業内における正社員と非正規社員の不合
理な待遇の差をなくします

雇用形態に関わらない
公正な待遇の確保

●不合理な待遇差をなくすための規程の整備
●労働者に対する待遇に対する説明義務の強化
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

ポイント2

福祉人材の定着に向けて 私たちができること
ZOOM

UP
特集
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チューター制度

人を育てる制度

人
事
考
課
制
度

新人職員 先輩職員

相談・信頼

教育 手本

アドバイス

疑問 不安

悩み

指導・教育・サポート

互いに成長

コミュニケーション

●将来自分が目指すべき
　道筋の明確化

●職員に求める能力の明確化

●統一した指導育成
　・働き方の指針
　・業務標準シート
　　（マニュアル）

●目標の明確化

●適正な評価と処遇

●スキルアップ

●達成感、モチベーションアップ

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
制
度

働き続けたい理由（複数回答） 現在勤務している施設・事業所について

　
現
在
勤
務
し
て
い
る
福
祉
施
設
・
事
業
所

で
働
き
続
け
た
い
か
と
い
う
調
査
で
は
、前

回
調
査
と
比
較
し
、「
ず
っ
と
働
き
続
け
た

い
」
が
3
・
4
％
増
加
し
ま
し
た
。
全
体
的

に
見
て
44
％
余
り
の
人
が「
ず
っ
と
働
き
続

け
た
い
」と
回
答
し
て
い
る
よ
う
に
、福
祉

施
設
・
事
業
所
で
の
人
材
定
着
の
取
組
み
の

効
果
が
表
れ
て
き
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
働
き
続
け
た
い
理
由
を
見
て
み
る

と「
や
り
が
い
が
あ
る
か
ら
」が
54
・ 

4
％
と

半
数
以
上
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。続
け
て

「
生
計
維
持
の
た
め
」、「
人
間
関
係（
上
司
、同

僚
）が
よ
い
か
ら
」と
、
こ
の
３
つ
の
項
目
が

多
く
を
占
め
て
お
り
、
働
き
や
す
さ
や
や
り

が
い
の
あ
る
職
場
づ
く
り
の
成
果
が
表
れ
て

き
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向

上
や
、
や
り
が
い
を
感
じ
な
が
ら
働
い
て
も

ら
う
た
め
の
取
組
み
と
し
て
、
働
き
方
改
革

関
連
法
へ
の
適
切
な
対
応
や
職
場
の
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
、
職
員
そ
れ
ぞ
れ
の
状

況
に
合
わ
せ
た
柔
軟
な
働
き
方
、
職
員
自
ら

が
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
け
る
よ
う
な
能

力
開
発
と
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
仕
組
み
づ

く
り
に
力
を
入
れ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

丹
治
さ
ん
：
当
法
人
は
設
立
時
か
ら
〝
職
員

が
働
き
や
す
い
法
人
〞
を
目
指
し
て
き
ま
し

た
。
人
を
大
切
に
す
る
と
い
う
理
念
に
も
あ

る
よ
う
に
、職
員
を
大
切
に
す
る
と
い
う
こ

と
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
よ
り
働
き
や
す

い
職
場
づ
く
り
の
た
め
に
法
人
と
し
て
で
き

る
こ
と
は
な
い
か
、と
日
々
積
み
上
げ
て
き

た
も
の
が
今
日
に
至
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

石
川
さ
ん
：
生
き
が
い
と
働
き
が
い
を
持
て

る
魅
力
あ
る
職
場
づ
く
り
を
目
指
し
て
、職

員
全
員
を
対
象
に
し
た
研
修
を
定
期
的
に
行

い
、チ
ー
ム
と
し
て
同
じ
方
向
に
向
か
っ
て

頑
張
る
き
っ
か
け
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
資
格
取
得
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
や
新
卒
採

用
者
に
は
先
輩
職
員
が
1
年
間
マ
ン
ツ
ー
マ

ン
で
つ
く
チ
ュ
ー
タ
ー
制
度
を
取
り
入
れ
て

手
厚
い
指
導
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

佐
藤
さ
ん
：
他
に
も
１
等
級
か
ら
９
等
級
ま

で
細
か
く
設
定
さ
れ
た
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
制

度
※
1
、法
人
独
自
の
人
事
考
課
制
度
を
活
用

し
て
い
ま
す
。
３
年
前
に
改
訂
し
た
人
事
考

課
制
度
は
、職
員
主
体
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

立
ち
上
げ
て
、約
１
年
を
か
け
て
作
り
上
げ

ま
し
た
。
評
価
の
指
針
に
関
し
て
は
、法
人

の
観
点
か
ら
だ
け
で
な
く
、「
こ
こ
を
評
価
し

職
員
の
意
識
の
変
化

こ
の
施
設
で
働
き
た
い
と
思
え
る
職
場
づ
く
り
を

 

　
　
　
　
　
　
　
　社
会
福
祉
法
人

　す
こ
や
か
福
祉
会
（
福
島
市
）

※2　女性の職業生活における活躍促進が優良な企業を認定する制度 ※1　その組織の中で昇進、昇格するための基準や条件を明確に定めた人事制度

たん  じ　 ち　え　み

いしかわ  のり  こ

さ とう　 み ゆき

事務局長　丹治 千絵美さん（中央）

人材育成担当　石川 則子さん（右）
すこやかの里デイサービスセンター／別館ひなた 

施設長　佐藤 美幸さん（左）

人
材
定
着
の
た
め
の
取
組
み
の

き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い

Q
人
材
定
着
の
た
め
に
、
ど
ん
な

取
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
か

Q

て
も
ら
い
た
い
」等
と
い
っ
た
職
員
目
線
の

基
準
を
取
り
入
れ
た
こ
と
が
大
き
な
ポ
イ
ン

ト
で
す
。

石
川
さ
ん
：
さ
ら
に
評
価
の
際
に
は
、評
価

担
当
者
と
評
価
を
受
け
る
職
員
で
面
談
を

行
っ
て
お
り
、日
常
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
向
上
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
評

価
担
当
者
に
対
し
て
は
年
２
回
ほ
ど
研
修
を

実
施
し
、事
業
所
や
評
価
担
当
者
に
よ
っ
て

評
価
の
バ
ラ
ツ
キ
や
偏
り
が
な
い
よ
う
に
努

め
て
い
ま
す
。
職
員
の
能
力
は
そ
れ
ぞ
れ
な

の
で
、能
力
を
比
べ
る
の
で
は
な
く
、良
い

と
こ
ろ
を
伸
ば
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
心

が
け
て
い
ま
す
。

佐
藤
さ
ん
：
厚
生
労
働
省
か
ら
は「
え
る
ぼ

し
」※
2
の
認
定
、福
島
市
か
ら
は「
働
く
女
性

応
援
企
業
」の
認
証
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、キ
ャ
リ
ア
パ
ス
制
度
の
活

用
に
よ
っ
て
、将
来
目
指
す
べ
き
ビ
ジ
ョ
ン

の
明
確
化
を
図
る
だ
け
で
な
く
、
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
ア
ッ
プ
に
も

つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
人
事

考
課
制
度
で
定
期
的
な
面
談
を
取
り
入
れ
た

こ
と
に
よ
っ
て
、相
談
し
や
す
く
、意
見
が

言
い
や
す
い
職
場
環
境
が
つ
く
ら
れ
て
い
る

こ
と
も
実
感
し
て
い
ま
す
。

丹
治
さ
ん
：
新
卒
採
用
者
だ
け
で
な
く
中

途
採
用
者
へ
の
研
修
体
制
を
よ
り
充
実
し

た
も
の
に
整
備
し
な
が
ら
、
有
給
休
暇
の
取

得
率
ア
ッ
プ
も
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
面
談
の
際
に
、
あ
る
職
員
に
「
ど

ん
な
法
人
に
し
た
い
？
」と
聞
く
と「
自
分

の
友
人
に
勧
め
た
い
、一
緒
に
働
き
た
い
と

思
え
る
職
場
に
し
た
い
」
と
い
う
答
え
が

返
っ
て
き
ま
し
た
。
本
来
目
指
す
べ
き
と
こ

ろ
は
そ
う
い
う
こ
と
な
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
こ
う
し
た
意
識
を
大
切
に
、多
様
な
働

き
方
を
推
進
し
て
時
代
に
柔
軟
に
対
応
し
な

が
ら
、今
後
も
人
を
大
事
に
す
る
法
人
と
し

て
、で
き
る
こ
と
に
取
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

取
組
み
の
成
果
や

効
果
は
あ
り
ま
し
た
か

Q

今
後
の
目
標
や
取
組
み
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い

Q
やりがいがあるから ……………………… 54.4％
生計維持のため…………………………… 48.2％
人間関係（上司、同僚）がよいから………… 40.9％
労働条件（労働条件・残業・夜勤等）がよいから… 17.2％
子育てと仕事が両立できるから ………………… 13.6％
自分の能力を適正に評価してもらえるから ……… 12.6％
給与・賃金がよいから …………………………… 11.3％
福祉施設・事業所の運営方針に共感できるから… 10.8％
キャリアアップが望めるから……………………… 10.7％
他に仕事がないから…………………………………9.7％
その他…………………………………………………4.0％
無回答…………………………………………………0.4％

CHECK！

他にも県内の各福祉施設・事業所では、人材定着のために

さまざまな取組みが進められています！

詳しくは福祉人材センターのホームページ
「お仕事library」をご覧ください

インタビュー

サンキューボード

職員が自ら自分たちのユニホームをデザイン

健康推進委員会の様子

社会福祉法人　ライフ・タイム・福島（福島市）

社会福祉法人　太田福祉記念会（郡山市）

医療法人社団　三成会（須賀川市）

業務改善委員会を立ち
上げて、職員のモチベー
ションの向上を図る

「両立支援」と「均等支援」
でやりがいを生み、“働
きやすい職場”を実現

職員のニーズに合わせ
た柔軟な制度設計で働
きやすい職場づくり

結婚・出産・育児を
経ても

働き続けるための取
組み

結婚・出産・育児を
経ても

働き続けるための取
組み

職場の人間関係を

円滑にする取組み

福祉人材センターのホームページでは、働きやすい
職場づくりに取組んでいる法人を紹介しています。
ぜひご覧ください。

ずっと
働き続けたい

令和2年度

すぐではないが
転職を検討している

わからない

１、２年での転職を
検討している

無回答

面談は職員との大切なコミュニケーションのひとつ

44.6％
41.2％

4.6％
5.0％

15.5％
16.8％

34.9％
36.6％

0.5％
0.3％

平成28年度

福祉人材の定着に向けて 私たちができること
ZOOM

UP
特集
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チューター制度

人を育てる制度

人
事
考
課
制
度

新人職員 先輩職員

相談・信頼

教育 手本

アドバイス

疑問 不安

悩み

指導・教育・サポート

互いに成長

コミュニケーション

●将来自分が目指すべき
　道筋の明確化

●職員に求める能力の明確化

●統一した指導育成
　・働き方の指針
　・業務標準シート
　　（マニュアル）

●目標の明確化

●適正な評価と処遇

●スキルアップ

●達成感、モチベーションアップ

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
制
度

働き続けたい理由（複数回答） 現在勤務している施設・事業所について

　
現
在
勤
務
し
て
い
る
福
祉
施
設
・
事
業
所

で
働
き
続
け
た
い
か
と
い
う
調
査
で
は
、前

回
調
査
と
比
較
し
、「
ず
っ
と
働
き
続
け
た

い
」
が
3
・
4
％
増
加
し
ま
し
た
。
全
体
的

に
見
て
44
％
余
り
の
人
が「
ず
っ
と
働
き
続

け
た
い
」と
回
答
し
て
い
る
よ
う
に
、福
祉

施
設
・
事
業
所
で
の
人
材
定
着
の
取
組
み
の

効
果
が
表
れ
て
き
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
働
き
続
け
た
い
理
由
を
見
て
み
る

と「
や
り
が
い
が
あ
る
か
ら
」が
54
・ 

4
％
と

半
数
以
上
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。続
け
て

「
生
計
維
持
の
た
め
」、「
人
間
関
係（
上
司
、同

僚
）が
よ
い
か
ら
」と
、
こ
の
３
つ
の
項
目
が

多
く
を
占
め
て
お
り
、
働
き
や
す
さ
や
や
り

が
い
の
あ
る
職
場
づ
く
り
の
成
果
が
表
れ
て

き
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向

上
や
、
や
り
が
い
を
感
じ
な
が
ら
働
い
て
も

ら
う
た
め
の
取
組
み
と
し
て
、
働
き
方
改
革

関
連
法
へ
の
適
切
な
対
応
や
職
場
の
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
、
職
員
そ
れ
ぞ
れ
の
状

況
に
合
わ
せ
た
柔
軟
な
働
き
方
、
職
員
自
ら

が
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
け
る
よ
う
な
能

力
開
発
と
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
仕
組
み
づ

く
り
に
力
を
入
れ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

丹
治
さ
ん
：
当
法
人
は
設
立
時
か
ら
〝
職
員

が
働
き
や
す
い
法
人
〞
を
目
指
し
て
き
ま
し

た
。
人
を
大
切
に
す
る
と
い
う
理
念
に
も
あ

る
よ
う
に
、職
員
を
大
切
に
す
る
と
い
う
こ

と
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
よ
り
働
き
や
す

い
職
場
づ
く
り
の
た
め
に
法
人
と
し
て
で
き

る
こ
と
は
な
い
か
、と
日
々
積
み
上
げ
て
き

た
も
の
が
今
日
に
至
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

石
川
さ
ん
：
生
き
が
い
と
働
き
が
い
を
持
て

る
魅
力
あ
る
職
場
づ
く
り
を
目
指
し
て
、職

員
全
員
を
対
象
に
し
た
研
修
を
定
期
的
に
行

い
、チ
ー
ム
と
し
て
同
じ
方
向
に
向
か
っ
て

頑
張
る
き
っ
か
け
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
資
格
取
得
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
や
新
卒
採

用
者
に
は
先
輩
職
員
が
1
年
間
マ
ン
ツ
ー
マ

ン
で
つ
く
チ
ュ
ー
タ
ー
制
度
を
取
り
入
れ
て

手
厚
い
指
導
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

佐
藤
さ
ん
：
他
に
も
１
等
級
か
ら
９
等
級
ま

で
細
か
く
設
定
さ
れ
た
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
制

度
※
1
、法
人
独
自
の
人
事
考
課
制
度
を
活
用

し
て
い
ま
す
。
３
年
前
に
改
訂
し
た
人
事
考

課
制
度
は
、職
員
主
体
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

立
ち
上
げ
て
、約
１
年
を
か
け
て
作
り
上
げ

ま
し
た
。
評
価
の
指
針
に
関
し
て
は
、法
人

の
観
点
か
ら
だ
け
で
な
く
、「
こ
こ
を
評
価
し

職
員
の
意
識
の
変
化

こ
の
施
設
で
働
き
た
い
と
思
え
る
職
場
づ
く
り
を

 

　
　
　
　
　
　
　
　社
会
福
祉
法
人

　す
こ
や
か
福
祉
会
（
福
島
市
）

※2　女性の職業生活における活躍促進が優良な企業を認定する制度 ※1　その組織の中で昇進、昇格するための基準や条件を明確に定めた人事制度

たん  じ　 ち　え　み

いしかわ  のり  こ

さ とう　 み ゆき

事務局長　丹治 千絵美さん（中央）

人材育成担当　石川 則子さん（右）
すこやかの里デイサービスセンター／別館ひなた 

施設長　佐藤 美幸さん（左）

人
材
定
着
の
た
め
の
取
組
み
の

き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い

Q
人
材
定
着
の
た
め
に
、
ど
ん
な

取
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
か

Q

て
も
ら
い
た
い
」等
と
い
っ
た
職
員
目
線
の

基
準
を
取
り
入
れ
た
こ
と
が
大
き
な
ポ
イ
ン

ト
で
す
。

石
川
さ
ん
：
さ
ら
に
評
価
の
際
に
は
、評
価

担
当
者
と
評
価
を
受
け
る
職
員
で
面
談
を

行
っ
て
お
り
、日
常
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
向
上
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
評

価
担
当
者
に
対
し
て
は
年
２
回
ほ
ど
研
修
を

実
施
し
、事
業
所
や
評
価
担
当
者
に
よ
っ
て

評
価
の
バ
ラ
ツ
キ
や
偏
り
が
な
い
よ
う
に
努

め
て
い
ま
す
。
職
員
の
能
力
は
そ
れ
ぞ
れ
な

の
で
、能
力
を
比
べ
る
の
で
は
な
く
、良
い

と
こ
ろ
を
伸
ば
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
心

が
け
て
い
ま
す
。

佐
藤
さ
ん
：
厚
生
労
働
省
か
ら
は「
え
る
ぼ

し
」※
2
の
認
定
、福
島
市
か
ら
は「
働
く
女
性

応
援
企
業
」の
認
証
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、キ
ャ
リ
ア
パ
ス
制
度
の
活

用
に
よ
っ
て
、将
来
目
指
す
べ
き
ビ
ジ
ョ
ン

の
明
確
化
を
図
る
だ
け
で
な
く
、
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
ア
ッ
プ
に
も

つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
人
事

考
課
制
度
で
定
期
的
な
面
談
を
取
り
入
れ
た

こ
と
に
よ
っ
て
、相
談
し
や
す
く
、意
見
が

言
い
や
す
い
職
場
環
境
が
つ
く
ら
れ
て
い
る

こ
と
も
実
感
し
て
い
ま
す
。

丹
治
さ
ん
：
新
卒
採
用
者
だ
け
で
な
く
中

途
採
用
者
へ
の
研
修
体
制
を
よ
り
充
実
し

た
も
の
に
整
備
し
な
が
ら
、
有
給
休
暇
の
取

得
率
ア
ッ
プ
も
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
面
談
の
際
に
、
あ
る
職
員
に
「
ど

ん
な
法
人
に
し
た
い
？
」と
聞
く
と「
自
分

の
友
人
に
勧
め
た
い
、一
緒
に
働
き
た
い
と

思
え
る
職
場
に
し
た
い
」
と
い
う
答
え
が

返
っ
て
き
ま
し
た
。
本
来
目
指
す
べ
き
と
こ

ろ
は
そ
う
い
う
こ
と
な
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
こ
う
し
た
意
識
を
大
切
に
、多
様
な
働

き
方
を
推
進
し
て
時
代
に
柔
軟
に
対
応
し
な

が
ら
、今
後
も
人
を
大
事
に
す
る
法
人
と
し

て
、で
き
る
こ
と
に
取
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

取
組
み
の
成
果
や

効
果
は
あ
り
ま
し
た
か

Q

今
後
の
目
標
や
取
組
み
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い

Q
やりがいがあるから ……………………… 54.4％
生計維持のため…………………………… 48.2％
人間関係（上司、同僚）がよいから………… 40.9％
労働条件（労働条件・残業・夜勤等）がよいから… 17.2％
子育てと仕事が両立できるから ………………… 13.6％
自分の能力を適正に評価してもらえるから ……… 12.6％
給与・賃金がよいから …………………………… 11.3％
福祉施設・事業所の運営方針に共感できるから… 10.8％
キャリアアップが望めるから……………………… 10.7％
他に仕事がないから…………………………………9.7％
その他…………………………………………………4.0％
無回答…………………………………………………0.4％

CHECK！

他にも県内の各福祉施設・事業所では、人材定着のために

さまざまな取組みが進められています！

詳しくは福祉人材センターのホームページ
「お仕事library」をご覧ください

インタビュー

サンキューボード

職員が自ら自分たちのユニホームをデザイン

健康推進委員会の様子

社会福祉法人　ライフ・タイム・福島（福島市）

社会福祉法人　太田福祉記念会（郡山市）

医療法人社団　三成会（須賀川市）

業務改善委員会を立ち
上げて、職員のモチベー
ションの向上を図る

「両立支援」と「均等支援」
でやりがいを生み、“働
きやすい職場”を実現

職員のニーズに合わせ
た柔軟な制度設計で働
きやすい職場づくり

結婚・出産・育児を
経ても

働き続けるための取
組み

結婚・出産・育児を
経ても

働き続けるための取
組み

職場の人間関係を

円滑にする取組み

福祉人材センターのホームページでは、働きやすい
職場づくりに取組んでいる法人を紹介しています。
ぜひご覧ください。

ずっと
働き続けたい

令和2年度

すぐではないが
転職を検討している

わからない

１、２年での転職を
検討している

無回答

面談は職員との大切なコミュニケーションのひとつ

44.6％
41.2％

4.6％
5.0％

15.5％
16.8％

34.9％
36.6％

0.5％
0.3％

平成28年度

福祉人材の定着に向けて 私たちができること
ZOOM

UP
特集
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ぶ
ど
う
の
袋
掛
け
の
作
業
は
1

チ
ー
ム
４
名
（
施
設
利
用
者
３
名

に
ス
タ
ッ
フ
１
名
同
行
）で
、午
前・

午
後
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
ん

で
行
い
ま
し
た
。「
初
め
は
自
分
が

付
き
っ
き
り
で
指
導
す
る
の
か
と

心
配
し
ま
し
た
が
、
一
度
教
え
た

こ
と
は
き
ち
ん
と
チ
ー
ム
内
で
共

有
し
て
作
業
し
て
く
れ
ま
し
た
」

と
片
平
さ
ん
。
齋
藤
さ
ん
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
も
と
に
、
作
業
内
容
を

細
分
化
す
る
こ
と
で
、
施
設
利
用

者
に
わ
か
り
や
す
く
、
ま
た
効
率

的
に
で
き
た
と
話
し
ま
す
。

　
「
農
福
連
携
」
は
、
農
家
の
人
手

　
「
福
祉
」と「
農
業
」そ
れ
ぞ
れ
が
抱

え
る
課
題
を
解
決
し
、
新
し
い
可

能
性
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
る
「
農
福
連
携
」。
一
方
で
、

実
際
の
取
組
み
は
十
分
に
理
解
が

広
ま
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

「
農
福
連
携
と
い
う
言
葉
は
知
っ
て

い
た
け
ど
、
そ
の
具
体
的
な
仕
組

み
に
つ
い
て
は
知
ら
な
か
っ
た
」

と
話
す
、
片
平
農
園
の
片
平
善
弘

さ
ん
。
そ
ん
な
折
、
福
島
県
授
産

事
業
振
興
会
の
齋
藤
譲
一
さ
ん
と

出
会
い
、
農
福
連
携
の
相
談
窓
口

が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

6
月
に
入
り
ぶ
ど
う
の
作
業
が

忙
し
く
な
っ
た
た
め
、
作
業
の
手

伝
い
を
依
頼
で
き
な
い
か
と
齋
藤

さ
ん
に
相
談
。
齋
藤
さ
ん
が
、
社

会
福
祉
法
人
大
生
福
祉
会
の
出
口

美
和
さ
ん
に
打
診
す
る
と
、「
当
法

人
は
普
段
か
ら
ト
マ
ト
栽
培
を
し

て
い
る
の
で
、
農
業
に
対
す
る
知

識
や
経
験
を
活
か
す
こ
と
が
で
き

る
」と
快
諾
を
得
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
２
日
後
に
は
作
業
体
験
を
通
じ

て
相
互
理
解
が
図
ら
れ
た
上
で「
農

福
連
携
」が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

◆
福
島
県
授
産
事
業
振
興
会

「
農
福
連
携
」の
カ
ギ
は

お
互
い
の
特
性
を
理
解
す
る
こ
と

「
人
手
不
足
」と「
工
賃
向
上
」

双
方
の
抱
え
る
課
題
を
解
決

相
互
理
解
を
深
め
、

「
農
福
連
携
」の
輪
を
広
げ
る

全国農業協同組合
連合会福島県本部
と福島県授産事業
振興会が県障がい
福祉課の監修のも
と、「農福連携マ
ニュアル」を作成。

▲袋掛けも一度コツを覚えればスムーズに作業が進
み、夏の日差しの中、熱心に作業を進めていました

◀片平農園の片
かた

平
ひら

善
よし

弘
ひろ

さん（後列右）、
福島県授産事業振興会　農福連携コーディネー

ターの齋
さい

藤
とう

譲
じょう

一
いち

さん（前列右）、
社会福祉法人大生福祉会　大生信夫の里施設長の

出
で

口
ぐち

美
み

和
わ

さん（後列左）

未来へ
つなごう

“ふくしま”
から

福島市

▪取材協力
福島県授産事業振興会
福島市御山町 8-30
福島県保健衛生合同庁舎4階
TEL024-563-1228　http://f-jusan.jp

6はあとふる・ふくしま 2021.9



でささえあい
〒960-8141 福島市渡利字七社宮111（福島県総合社会福祉センター内）　
TEL（024）522-0822　FAX（024）528-1234
メールアドレス　akaihane@axel.ocn.ne.jp
ホームページ　https://akaihane-fukushima.or.jp/　  

社会福祉法人 福島県共同募金会

不
足
解
消
や
、
施
設
利
用
者
の
社

会
性
を
育
み
、
工
賃
も
向
上
す
る

な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
半
面
、

農
業
現
場
の
作
業
時
間
と
施
設
利

用
者
の
作
業
や
移
動
時
間
の
調
整
、

天
候
不
良
時
の
作
業
内
容
の
代
替

案
な
ど
の
発
生
す
る
課
題
の
解
決

を
図
り
な
が
ら
取
組
む
必
要
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、「
農
福
連
携
」
と

い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
っ

て
も
、
そ
の
仕
組
み
が
十
分
に
浸

透
し
て
い
な
い
状
況
も
あ
り
、
こ

れ
ま
で
と
同
様
に
す
そ
野
を
広
げ

る
活
動
の
展
開
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
作
業
を
依
頼
し
た
片
平
さ

ん
は
、「
時
間
や
作
業
内
容
を
明

確
に
し
た
こ
と
で
、
ス
ム
ー
ズ
に

進
め
る
こ
と
が
で
き
、
皆
さ
ん
真

面
目
に
取
組
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

高
齢
化
が
進
む
農
家
は
助
か
る
の

で
、
多
く
の
人
に
波
及
し
て
い
け

ば
」
と
話
し
ま
す
。
出
口
さ
ん
も

「
利
用
者
が
地
域
に
出
て
普
段
と

違
う
経
験
を
す
る
こ
と
は
成
長
に

も
つ
な
が
る
の
で
、
農
家
の
方
々

に
障
が
い
の
あ
る
方
の
可
能
性
を

理
解
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
」
と
今

後
の
活
動
の
広
が
り
に
期
待
を
寄

赤い羽根共同募金運動スローガンの
入選作品が決定しました！ 

せ
ま
す
。

　
「
農
福
連
携
は
、
伸
び
し
ろ
の

あ
る
取
組
み
で
す
。
農
業
側
、
福

祉
側
、
双
方
の
克
服
す
べ
き
課
題

が
わ
か
り
ま
し
た
し
、
こ
れ
か
ら

も
相
互
の
理
解
を
さ
ら
に
深
め
る

橋
渡
し
を
し
た
い
で
す
」
と
齋
藤

さ
ん
。
農
作
業
者
の
確
保
と
利
用

者
の
工
賃
向
上
や
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
が
実
現
で
き
る
新
た
な
取
組
み

と
し
て
、
力
を
入
れ
て
い
き
た
い

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　福島県共同募金会では、共同募金運動をより身近に感
じてもらい、ともに支え合う福祉のまちづくりへの関心を
高めることを目的に、毎年スローガンの募集を行っており
ます。今年は、1146 点ものご応募をいただき、去る７月
２日開催の募金委員会において審査した結果、下記のと
おり入選作品が決定いたしました。

応募期間 令和３年４月１日～６月７日

【最優秀賞】

行動と あなたの気持ちで 変わる未来
内
うち

山
やま

 春
はる

菜
な

（福島県立小名浜海星高等学校３年）

みんなでね　募金をすると　ほら笑顔
根
ね

本
もと

 理
り

紗
さ

　いわき市立郷ケ丘小学校６年

赤い羽根　みんなにえがお　とどけたい
齋
さい

藤
とう

　逞
たくま

　西会津町立西会津小学校５年

赤い羽根　支えてみんなで　まちづくり
北
きた

内
うち

 優
ゆう

奈
な

　南相馬市立石神中学校１年

このまちを　みんなで支える　赤い羽根
須賀川市立第一中学校３年３組

赤い羽根　小さなことから　つながる輪
坂
ばん

内
ない

 由
ゆ

依
い

　湯川村立湯川中学校３年

赤い羽根　人という字の　支え愛
湯
ゆ

乃
の

村
むら

 紘
こう

一
いち

　山形県

赤い羽根　命と希望の　道標
谷
たに

川
かわ

 瑞
みづ

代
よ

　東京都

赤い羽根　贈る心に　金メダル
一
いち

木
き

 信
しん

一
いち

　 熊本県

【 優 秀 賞 】

「経験があれば次
回もすぐに実作業
に入れるので、ま
たお願いしたい」
と片平さん。今後、
新たな作業の依
頼を検討している
そうです。

たくさんのご応募をいただき、
誠にありがとうございました。

「最初は難しかったけど、
すぐに作業も覚えられたし、

立ち仕事にも慣れました」「初めて参加
しましたが、優しく教えてもらい

楽しくできました」と話す
利用者の皆さん
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「見守りの輪（ミマモリノワ）」8月号の正解

●全部できたら二重ワクの6文字をABC順に読んでいくと、
　それが答えです。

❶
❷
❸
❹
❺
❽
10
11
13
15
17
19

カラー
登山中に目撃したら「ラーク！」と叫んで注意喚起
料理屋で注文の料理の前に出す突き出し
過去と未来の間
結婚式で人気の吉日
コレの甘酢漬けは寿司屋で「ガリ」
○○○○索然。○○○○本意。○○○○津津
パッチワークの「パッチ」って何のこと？
赤ちゃんを授かること
単位体積あたりの質量
細長ーい南米の国
海、彼女

AA BB CC DD EE FF

❶
❹
❻
❼
❾
11
12
14
16
18
20
21

⬇ タテのカギ

➡ ヨコのカギ

図解、挿絵、クリップアート
かまぼこが乗っています
浜通りを縦貫する国道は何号？
寅さん「それを言っちゃあ、○○○○よ !」
江戸時代に白河や勿来にありました
○○○に釜を抜かれる。○○○烏。○○○に提灯
日本は円、中国は元、では韓国は？
浦島太郎に助けられて竜宮城へ連れて行きました
人類が初めて使用した甘味料
⇔師匠
○○を通せば道理が引っ込む。○○チョコ
お医者さん

EE

FF

CC

DD

AA

BB

1111

22

44

55

33

66

77

88

99

1010

111111

1212

1313

1414

1515

111616

1717

1818

1919

2020

2121

※ご記入の個人情報は適切に管理し、目的以外に使用しません。
※本誌に対するご意見、ご感想、ご要望の一部は、「読者のおたより」に掲載させていただく場合もございます。

ハガキにパズルの答えと ①住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番号、業種 ②本誌に
対するご意見、ご感想、ご要望を全てご記入の上、下記までご応募ください。 
令和3年10月15日（金）
〒960-8141 福島市渡利字七社宮111
社会福祉法人 福島県社会福祉協議会「はあとふる・ふくしまパズル係」

応募方法

締切

宛先
発
行
日
／
令
和
３
年
９
月
1５
日
　
　
　
制
作・印
刷
／（
株
）日
進
堂
印
刷
所

※
本
誌
に
掲
載
の
記
事・写
真・イ
ラ
ス
ト
の
無
断
転
載・複
製
を
禁
じ
ま
す
。

今月の正解者の中から抽選で３名様に、
ＮＰＯ法人アクセスホームさくら（二本
松市・就労継続支援Ｂ型）「パンｄｅラスク　
プレミアムボックス」をプレゼントいたし
ます。なお、当選者の発表は商品の発送
をもって代えさせていただきます。

http://www.fukushim
akenshakyo.or.jp

heartful@
fukushim

akenshakyo.or.jp

メ
ー
ル
U
R
L

発
行
・
企
画
編
集
　
社
会
福
祉
法
人 

福
島
県
社
会
福
祉
協
議
会

T
E
L（
0
2
4
）5
2
3‐1
2
5
1
㈹  

F
A
X（
0
2
4
）5
2
3‐4
4
7
7

・ コロナ禍の今、子供の貧困を知り、少し
びっくりしました。フードバンク活動を知
り、なにか出来ないかなと考えていました。
自分にも参加できることを見つけたいです。

（68才　民生委員）

・ 障がい者の方の意思決定支援の事例で、
自治会運営が紹介されており、参考にな
りました。（63才　団体職員）

・ 意思決定という行為が、人間が自分らし
く生きる上でいかに重要か改めて理解で
きました。（45才　サービス業）

多数のご応
募

ありがとう

ございまし
た。

おたより
特集では働きやすい職場づくりのための取組み
を改めて知ることができました。マイナスイメー

ジを持たれることもある福祉の仕事ですが、“福祉の仕事の魅力”や
“福祉の職場の魅力”を多くの方に知ってもらえるよう、今後も様々
な形で魅力発信をしていきたいです。

（人材研修課　佐藤友里）
さ とう  ゆ  り

編集後記 7月号への読者の

おすすめ
ポイント

日　程 内　容

県社協からのお知らせ

令和３年度 福祉・介護の仕事再就職支援セミナーを開催します

福島県社会福祉協議会　福島県福祉人材センター　TEL 024-521-5662お問い合わせ先

参加費
無料

第１回 郡山市　終了しました

第２回 令和３年10月13日（水）
 13：00 ～15：30
 いわき産業創造館（いわき市）

第３回 令和3年10月20日（水）
 13：00 ～15：30 
 福島県総合社会福祉センター
 （福島市） 詳しくは、福島県福祉人材センターホームページ

https://f-fjc.com/

セミナーでは
●実際に県内の施設・事業所で働く職員さん
　から直接お話が聞けます
　・今の介護現場はどのように変わってきているのか？
　・働きやすい職場づくりへの試み
●フリートーク
　・施設の職員さんや、参加者の方と復職への不安や疑問を
　  語り合いましょう！

　介護の資格※をお持ちで、福祉現場にて仕事をお探しの方、または介護の資格の有無に
関わらず、介護の仕事に興味がある方を対象に下記日程・プログラムでセミナーを開催しま
す。ご興味のある方は福祉人材センターのホームページをご覧いただくか、お電話でお問
い合わせください。お待ちしています。 
※介護福祉士・介護職員実務者研修、介護職員初任者研修、旧ホームヘルパー1級・2級など。 


